
  

4 月 30 日（木）のお話集会では、「聴くこと」をテーマに、全校児童に向けて話をしま

した。 

 はじめに、「鼻、口は一つなのに、耳はどうして二つあるのでしょう？」という問かけか

ら話をスタートしました。 

 耳が二つあるのには、とても大切な意味があります。一つは、「大切なことを聴く耳」、

もう一つは、「大切な人の気持ちを聴く耳」です。 

「聴く」ということは、人を大切にする行為であることを子供たちに考えさせました。 

 また、「聴くこと」を単なる姿勢ではなく、相手とよりよい関係を築いていくための大切

な関わり、すなわち「関係づくり」と捉え、指導してまいります。 

 そこで、本校の合言葉を「体ぜんぶで聴く」「耳を二つ使う」としました。 

 本校が大切にする聴き方は、次の三つです 

〇「目で聴く」 

〇「うなずいて聞く」 

〇「心が動いたら拍手」 

 「目で聴く」とは、話している人の方を見て、体

を向けることです。 

「うなずいて聴く」とは、「聴いているよ」とい

う安心のサインを送ることです。 

「心が動いたら拍手」とは、よい話や頑張りに対

して共感を表すことです。 

 これらの取組を年間を通して積み重ねることで、本校の学びと人間関係の土台築いてい

きます。「聴き方名人」を育て、上谷小学校に「聴く文化」を育てていきたいと考えていま

す。 

 ご家庭におかれましても、ぜひご協力お願いいたします。詳しくは、別紙を配布いたし

ますので、ご確認お願いいたします。 

 

 



５月の学校生活の様子 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和８年度のグランドデザインです。 

□□□□□□□□６月の生活目標□□□□□□□□  【ありがとうの気持ちを伝えよう】 

 

 

 

 




